
東京都千代田区丸の内1-6-6

＜資産成長型・為替ヘッジあり＞
第３期末（2022年６月20日）

基準価額 9,182円

純資産総額 982百万円

騰落率 △22.9％

分配金 0円

＜資産成長型・為替ヘッジなし＞
第３期末（2022年６月20日）

基準価額 11,126円

純資産総額 12億円

騰落率 △11.1％

分配金 0円

ニッセイ／シュローダー・
グローバルＣＢファンド
（資産成長型・為替ヘッジあり）
（資産成長型・為替ヘッジなし）

【愛称】攻防兼備

追加型投信／内外／その他資産（転換社債）

運用報告書（全体版）
作成対象期間：2021年６月22日～2022年６月20日

第３期（決算日　2022年６月20日）

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　さて「ニッセイ／シュローダー・グローバル
ＣＢファンド（資産成長型・為替ヘッジあり）／
（資産成長型・為替ヘッジなし）」は、このた
び第３期の決算を行いました。
　各ファンドは、「シュローダー・グローバル
ＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／
為替ヘッジなし」への投資を通じて、日本を含
む世界のＣＢ（転換社債）を実質的な主要投資
対象とし、信託財産の中長期的な成長を図るこ
とを目標に運用を行いました。ここに運用状況
をご報告申し上げます。
　今後ともいっそうのご愛顧を賜りますようお
願い申し上げます。
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運用経過　2021年６月22日～2022年６月20日

基準価額等の推移

第３期首 11,914円 既払分配金 0円
第３期末 9,182円 騰落率（分配金再投資ベース） △22.9％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）当ファンドはベンチマークを設けていません。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・2022年３月上旬から４月中旬にかけて、ロシア・ウクライナ情勢とグローバル景気に対する過度な懸念の
後退や米利上げ開始に伴うイベント通過を好感してＣＢ市場が上昇したこと

＜下落要因＞
・2021年11月下旬から12月上旬にかけて、米金融政策への懸念や新型コロナウイルスの新たな変異型（オミ
クロン型）の感染拡大による投資家のリスク回避姿勢などによりＣＢ市場が下落基調で推移したこと
・年明け以降、ロシア・ウクライナ情勢に対する懸念やインフレによる悪影響が嫌気されて世界株式市場が下
落する中、ＣＢ市場も下押し圧力が強まったこと
・４月下旬から５月にかけて、情報技術やヘルスケアセクターを中心にＣＢ市場が下落基調で推移したこと
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１万口当たりの費用明細

項目
第３期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 124円 1.113％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×期中の日数年間の日数
期中の平均基準価額は11,147円です。

（投信会社） (  35) (0.318) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） (  86) (0.768) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） (    3) (0.027) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

その他費用 1 0.009 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） (    1) (0.009) 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務付
けられているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） (    0) (0.000) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 125 1.123
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対
応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません（マザーファンドを除く）。当該投資信託

証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては、投資信託証券の概要に表示しています。
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（参考情報）
■総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は1.70％です。

総経費率（①＋②＋③） 1.70％
①当ファンドの費用の比率 1.13％
②投資対象ファンドの運用管理費用の比率 0.53％
③投資対象ファンドの運用管理費用以外の比率 0.05％

（注１）①の費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資対象ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資対象ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（投信会社）
0.32％

運用管理費用（販売会社）
0.77％運用管理費用（受託会社）

0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.53％

運用管理費用以外
0.05％

投資対象
ファンド
0.57％

当ファンド
1.13％

総経費率
1.70％
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基準価額等の推移

第３期首 12,515円 既払分配金 0円
第３期末 11,126円 騰落率（分配金再投資ベース） △11.1％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）当ファンドはベンチマークを設けていません。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・2022年３月上旬から４月中旬にかけて、ロシア・ウクライナ情勢とグローバル景気に対する過度な懸念の
後退や米利上げ開始に伴うイベント通過を好感してＣＢ市場が上昇したこと
・３月以降、欧米における中央銀行の金融引き締めに積極的な姿勢や、日銀が金融緩和の維持を示唆したこと
などにより、円安基調で推移したこと

＜下落要因＞
・2021年11月下旬から12月上旬にかけて、米金融政策への懸念やオミクロン型の感染拡大による投資家のリ
スク回避姿勢などによりＣＢ市場が下落基調で推移したこと
・年明け以降、ロシア・ウクライナ情勢に対する懸念やインフレによる悪影響が嫌気されて世界株式市場が下
落する中、ＣＢ市場も下押し圧力が強まったこと
・４月下旬から５月にかけて、情報技術やヘルスケアセクターを中心にＣＢ市場が下落基調で推移したこと

（円）

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

13,500
（億円）

0

5

10

15

20

25

30

第2期末
（2021.6.21） （2021.9） （2021.12） （2022.3）

第3期末
（2022.6.20）

税引前分配金再投資基準価額（左軸）

純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）



ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド　（資産成長型・為替ヘッジなし）

－5－

１万口当たりの費用明細

項目
第３期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 135円 1.113％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×期中の日数年間の日数
期中の平均基準価額は12,121円です。

（投信会社） (  39) (0.318) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） (  93) (0.768) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） (    3) (0.027) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

その他費用 1 0.009 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） (    1) (0.009) 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務付
けられているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） (    0) (0.000) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 136 1.122
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対
応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません（マザーファンドを除く）。当該投資信託

証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては、投資信託証券の概要に表示しています。
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（参考情報）
■総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は1.70％です。

総経費率（①＋②＋③） 1.70％
①当ファンドの費用の比率 1.13％
②投資対象ファンドの運用管理費用の比率 0.53％
③投資対象ファンドの運用管理費用以外の比率 0.05％

（注１）①の費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資対象ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資対象ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

総経費率
1.70％

当ファンド
1.13％

投資対象
ファンド
0.57％

運用管理費用（投信会社）
0.32％

運用管理費用（販売会社）
0.77％運用管理費用（受託会社）

0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.53％

運用管理費用以外
0.05％
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投資環境

■グローバルＣＢ市況
　当期のグローバルＣＢ市場は期を通じて見ると下落しました。
　期初以降、インフレ懸念や企業業績動向などを受けてＣＢ市場は上下に推移する展開となりました。11月
下旬から12月上旬にかけては、米金融政策への懸念やオミクロン型の感染拡大による投資家のリスク回避姿
勢などによりＣＢ市場は下落基調で推移しました。その後は下げ止まる場面もありましたが、年明け以降はロ
シア・ウクライナ情勢に対する懸念やインフレによる悪影響が嫌気されて世界株式市場が下落する中、ＣＢ市
場も下押し圧力が強まりました。３月上旬以降はロシア・ウクライナ情勢とグローバル景気に対する過度な懸
念の後退や米利上げ開始に伴うイベント通過を好感してＣＢ市場は上昇する場面もありましたが、４月下旬に
入ると情報技術やヘルスケアセクターを中心に再び下落基調で推移しました。

■為替市況
　当期の米ドル／円相場は期を通じて見ると米ドル高円安となりました。期初以降、レンジ内で安定して推移
しましたが、９月下旬以降は米国の早期利上げ観測の高まりなどにより、米ドル高円安基調で推移しました。
３月に入ると米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）より早期かつ大幅な利上げが示唆されるなど、金融政策正常化
への期待感が高まる一方、日銀は金融緩和の維持を示唆したことから日米金利差が拡大し、さらに米ドル高円
安が進行しました。
　当期のユーロ／円相場は期を通じて見るとユーロ高円安となりました。期初より欧州での新型コロナウイル
スの変異型（デルタ型）の感染拡大や中国経済の減速に伴い、投資家のリスク回避姿勢が高まり円買いユーロ
売りが進行しました。その後、エネルギー価格上昇に伴うインフレ懸念の中、円売りユーロ買いが優勢となり、
一時的にユーロ高円安となったものの、10月以降は欧州でオミクロン型の感染拡大が見られたことでユーロ
が売られる展開となり、ユーロ安円高基調で推移しました。２月下旬にはウクライナ情勢の緊迫化およびロシ
アに対する経済制裁の実施を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり、ユーロ安円高に転じました。しかし、
３月中旬以降は欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融引き締めに積極的な姿勢や、日銀が金融緩和の維持を示唆した
ことなどにより、ユーロ高円安基調で推移しました。



－8－

ポートフォリオ

■資産成長型・為替ヘッジあり
　「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり」への投資を通じて、日本を含む
世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行いました。

■資産成長型・為替ヘッジなし
　「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジなし」への投資を通じて、日本を含む
世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行いました。

■シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなし
＊主な投資対象となる「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなし」のマザーファンドについ

ての説明であり、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社の資料（現地における当期末基準）に基づき、ニッセイアセッ
トマネジメントが作成しています。

　主に日本を含む世界のＣＢに投資を行いました。なお、≪為替ヘッジあり≫については、組入外貨建資産に
ついて、原則として対円での為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図りました。

＜業種配分＞
　当期末時点では、組入比率の高い順に情報技術（36.5％）、ヘルスケア（14.4％）、一般消費財・サービ
ス（14.0％）としています。

＜国・地域別配分＞
　当期末時点では、組入比率の高い順にアメリカ（53.8％）、日本（10.6％）、フランス（6.7％）としてい
ます。

＜通貨別配分＞
　当期末時点では、組入比率の高い順に米ドル（62.8％）、ユーロ（23.2％）、円（10.3％）としています。

（注１）比率はすべて対組入債券評価額比です。
（注２）業種はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）による分類ですが、ＧＩＣＳ分類が不明な場合はブルームバーグ業種分類（ＢＩＣＳ レベル

１）を基に分類しています。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属します。
（注３）国・地域はシュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社の分類（設立地・登記国基準）によるものです。

■ニッセイマネーマーケットマザーファンド
　円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざしました。
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ベンチマークとの差異

■資産成長型・為替ヘッジあり
　当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財
産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。このため、コンセプトに適った指数が存在しないこ
とからベンチマークなどを設けていません。

■資産成長型・為替ヘッジなし
　当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財
産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。このため、コンセプトに適った指数が存在しないこ
とからベンチマークなどを設けていません。
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分配金

■資産成長型・為替ヘッジあり
　当期の分配金は、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案した結果、見送らせていただきました。
　なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

項目 当期
2021年６月22日～2022年６月20日

当期分配金（税引前） －

対基準価額比率 －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 891円

■資産成長型・為替ヘッジなし
　当期の分配金は、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案した結果、見送らせていただきました。
　なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

項目 当期
2021年６月22日～2022年６月20日

当期分配金（税引前） －

対基準価額比率 －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,317円

（注１）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出しているため、合計が当期分配金と一致しない場合があります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なり

ます。

【分配原資の内訳（１万口当たり）】

【分配原資の内訳（１万口当たり）】
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今後の運用方針
■資産成長型・為替ヘッジあり
　「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり」への投資を通じて、日本を含む
世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。

■資産成長型・為替ヘッジなし
　「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジなし」への投資を通じて、日本を含む
世界のＣＢを実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。

■シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなし
　足元ではサプライチェーン（供給網）を巡る問題、インフレ懸念の高まり、中央銀行によるテーパリング
（量的金融緩和の段階的縮小）と金融引き締め、エネルギー価格の上昇など、投資家のリスク回避姿勢が強ま
る要素が数多く存在すると考えており、引き続きボラティリティ（価格変動性）の高い状況が継続すると考え
ています。
　そのような状況下で株式と債券の特性を併せ持つＣＢへの投資は、株式市場の上昇相場においては一定程度
追随し、下落相場においては下値を抑制するという点で魅力的であると考えます。ＣＢにとって最も低調と
なった局面は過ぎたと見ており、今後も市場の動向を注視しつつ、より魅力的なＣＢ銘柄の発掘に努めてまい
ります。
　「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなし」では、主に日
本を含む世界のＣＢに投資を行います。なお≪為替ヘッジあり≫については、組入外貨建資産について、原則
として対円での為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図ります。

■ニッセイマネーマーケットマザーファンド
　円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざします。
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ファンドデータ
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド（資産成長型・為替ヘッジあり）の組入資産の内容

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

国内投資信託証券
98.4％

親投資信託
受益証券
0.0％

その他
1.6％

日本
100.0％

円
100.0％

（注）資産別・国別・通貨別配分は、2022年６月20日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

■組入ファンド
第３期末

2022年６月20日
シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジあり 98.4％

ニッセイマネーマーケットマザーファンド 0.0
（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）組入全ファンドを記載しています。

■純資産等

項目 第３期末
2022年６月20日

純資産総額 982,888,302円

受益権総口数 1,070,421,409口

１万口当たり基準価額 9,182円
（注）当期間中における追加設定元本額は181,585,996円、同解

約元本額は645,493,727円です。
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ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド（資産成長型・為替ヘッジなし）の組入資産の内容

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

国内投資信託証券
98.5％

親投資信託
受益証券
0.0％

その他
1.5％

日本
100.0％

円
100.0％

（注）資産別・国別・通貨別配分は、2022年６月20日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

■組入ファンド
第３期末

2022年６月20日
シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジなし 98.5％

ニッセイマネーマーケットマザーファンド 0.0
（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）組入全ファンドを記載しています。

■純資産等

項目 第３期末
2022年６月20日

純資産総額 1,224,905,142円

受益権総口数 1,100,975,812口

１万口当たり基準価額 11,126円
（注）当期間中における追加設定元本額は230,900,740円、同解

約元本額は642,833,255円です。
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シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなしの概要

＜シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり＞

■税引前分配金再投資基準価額の推移
（円）

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

第２期末
(2021.5.10) (2021.8) (2021.11) (2022.2)

第３期末
(2022.5.10)

■１万口当たりの費用明細
2021.５.11～2022.５.10

項目 金額
信託報酬 63円
（投信会社） (60)
（販売会社） (  0)
（受託会社） (  3)
その他費用 6
（保管費用） (  3)
（監査費用） (  1)
（印刷費用） (  1)
（その他） (  0)

合計 69

■税引前分配金再投資基準価額の推移
（円）

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

13,500

第２期末
(2021.5.10) (2021.8) (2021.11) (2022.2)

第３期末
(2022.5.10)

■１万口当たりの費用明細
2021.５.11～2022.５.10

項目 金額
信託報酬 67円
（投信会社） (64)
（販売会社） (  0)
（受託会社） (  3)
その他費用 6
（保管費用） (  4)
（監査費用） (  2)
（印刷費用） (  1)
（その他） (  0)

合計 73

（注１）税引前分配金再投資基準価額の推移は、投資信託証券の直近の決算期のものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。
（注２）１万口当たりの費用明細は、投資信託証券の直近の決算期のものです。費用項目の概要については運用報告書（全体版）の１万口当

たりの費用明細をご参照ください。

＜シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジなし＞
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■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

外国新株予約権付
社債（転換社債）

86.5％

国内新株予約権付
社債（転換社債）
10.5％ その他

3.0％

アメリカ
45.0％

日本
10.5％

フランス
7.1％

オランダ
5.4％

ドイツ
4.5％

ケイマン諸島
4.3％

イタリア
2.8％

その他
20.5％

米ドル
60.2％

ユーロ
22.9％

円
10.5％

香港ドル
2.5％

シンガポール・ドル 0.6％
イギリス・ポンド 0.3％

その他
3.0％

（注１）組み入れているのは「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）為替ヘッジあり／為替ヘッジなし」ですが、上位銘柄、
資産別・国別・通貨別配分は投資信託証券が投資しているマザーファンドの投資資産を表示しています。

（注２）上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2022年５月10日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分については発行国（地域）もしくは投資国（地域）を表示しています。

（注３）全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入資産の明細をご参照ください。

■上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

ELECTRICITE DE FR 0% CB ユーロ 2.1％

FORD MOTOR 0% CB 米ドル 1.8

QIAGEN NV 0% CB 米ドル 1.8

AIRBNB INC 0% CB 米ドル 1.7

POSCO 0% CB ユーロ 1.6

CELLNEX TELECOM 0.5% CB ユーロ 1.6

AMERICA MOVIL 0% CB ユーロ 1.5

DEXCOM INC 0.25% CB 米ドル 1.5

COUPA SOFT 0.375% CB 米ドル 1.3

BLOCK INC 0.125% CB 米ドル 1.2

組入銘柄数 170
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ニッセイマネーマーケットマザーファンドの概要 

■基準価額の推移  

 

 
■上位銘柄 

銘柄名 通貨 比率 
第710回 東京都公募公債 円 29.7 ％ 
第193回 神奈川県公募公債 円 19.9  
第115回 共同発行市場公募地方債 円 19.9  

組入銘柄数 3 

 
■１万口当たりの費用明細 

2021.10.16～2022.４.15
項目 金額 

その他費用 0円 
（その他） (0) 

合計 0  
 
■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分 

  

（注１） 基準価額の推移および１万口当たりの費用明細は、マザーファンドの直近の決算期のものであり、費用項目の金額欄は各項目ごとに
円未満は四捨五入しています。項目の詳細につきましては、前掲の費用項目の概要をご参照ください。 

（注２） 上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2022年４月15日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。 

（注３） 全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。   

10,028

10,029

10,030

10,031
(円)

第20期末
(2021.10.15)

第21期末
(2022.4.15)(2021.12) (2022.2)

国内債券
69.5％

その他
30.5％

日本
100.0％

円
100.0％



ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド　（資産成長型・為替ヘッジあり）
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設定以来の運用実績

決算期 基準価額
(分配落)

（ご参考）
基準価額＋
累計分配金

シュローダー・
グローバルＣＢファンド
(少人数私募)為替ヘッジあり

債券
組入比率

純資産
総額税引前

分配金
期中
騰落率

(設定日) 円 円 ％ 円 ％ ％ 百万円
2019年６月28日 10,000 － － 10,000 － － 11

１期(2020年６月22日) 10,359 0 3.6 10,359 98.5 0.0 285
２期(2021年６月21日) 11,914 0 15.0 11,914 98.5 0.0 1,828
３期(2022年６月20日) 9,182 0 △22.9 9,182 98.4 0.0 982

（注１）設定日の基準価額は当初設定価額を記載しています。
（注２）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注３）「基準価額＋累計分配金」は、当該決算期の基準価額（分配落）に当該決算期以前の税引前分配金の累計額を加えたものです。
（注４）当ファンドはマザーファンドを組み入れるため、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。以下同じです。
（注５）設定日の純資産総額は当初設定元本を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額
シュローダー・

グローバルＣＢファンド
(少人数私募)為替ヘッジあり

債券
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％
(期首)2021年６月21日 11,914 － 98.5 0.0

６月末 12,068 1.3 98.4 0.0
７月末 11,883 △  0.3 98.6 0.0
８月末 11,905 △  0.1 98.2 0.0
９月末 11,761 △  1.3 98.4 0.0
10月末 11,873 △  0.3 98.8 0.0
11月末 11,668 △  2.1 99.4 0.0
12月末 11,420 △  4.1 98.5 0.0

2022年１月末 10,661 △10.5 98.7 0.0
２月末 10,526 △11.7 99.0 0.0
３月末 10,652 △10.6 99.0 0.0
４月末 10,117 △15.1 99.3 0.0
５月末 9,739 △18.3 99.1 0.0

(期末)2022年６月20日 9,182 △22.9 98.4 0.0
（注）期末基準価額は分配金（税引前）込み、騰落率は期首比です。



ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド　（資産成長型・為替ヘッジあり）
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売買および取引の状況� 2021年６月22日～2022年６月20日

(1) 投資信託証券
買付 売付

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジあり

59,278 73,320 510,324 615,140

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）口数および金額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況
設定 解約

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ニッセイマネーマーケットマザーファンド － － － －
（注）当期における親投資信託受益証券の設定、解約はありません。

利害関係人との取引状況等� 2021年６月22日～2022年６月20日

　当期における利害関係人との取引はありません。
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投資信託財産の構成� 2022年６月20日現在

項目 当期末
評価額 比率

千円 ％
シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジあり

967,388 97.8

ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 0.0
コール・ローン等、その他 21,999 2.2
投資信託財産総額 989,398 100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨てています。

組入有価証券明細表� 2022年６月20日現在

(1) 投資信託証券

ファンド名 期首(前期末) 当期末
口数 口数 評価額 比率
千口 千口 千円 ％

シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジあり

1,460,634 1,009,589 967,388 98.4

合計 1,460,634 1,009,589 967,388 98.4
（注１）比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。
（注２）口数および評価額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

(2) 親投資信託残高

種類 期首（前期末） 当期末
口数 口数 評価額

千口 千口 千円
ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 9 9
（注）当期末におけるニッセイマネーマーケットマザーファンド全体の口数は50,381千口です。
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資産、負債、元本および基準価額の状況
（2022年６月20日現在）

項目 当期末
(Ａ)�資 産 989,398,156円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 21,999,906
シュローダー・グローバル
ＣＢファンド(少人数私募)
為替ヘッジあり(評価額)

967,388,252

ニッセイマネーマーケット
マザーファンド(評価額) 9,998

(Ｂ)�負 債 6,509,854
未 払 解 約 金 15
未 払 信 託 報 酬 6,451,571
そ の 他 未 払 費 用 58,268

(Ｃ)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 982,888,302
元 本 1,070,421,409
次 期 繰 越 損 益 金 △     87,533,107

(Ｄ)�受 益 権 総 口 数 1,070,421,409口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,182円

（注１）期首元本額  1,534,329,140円
期中追加設定元本額  181,585,996円
期中一部解約元本額  645,493,727円

（注２）元本の欠損
純資産総額は元本額を下回っており、その差額は
87,533,107円です。

損益の状況
当期（2021年６月22日～2022年６月20日）

項目 当期
(Ａ)�配 当 等 収 益 △� � � �� 12,442円

受 取 利 息 3,415
支 払 利 息 △         15,857

(Ｂ)�有 価 証 券 売 買 損 益 △276,340,777
売 買 益 16,591,723
売 買 損 △292,932,500

(Ｃ)�信 託 報 酬 等 △� 15,312,308
(Ｄ)�当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △291,665,527
(Ｅ)�前 期 繰 越 損 益 金 55,192,717

(分 配 準 備 積 立 金) (　  55,201,443)
(繰 越 欠 損 金) (△           8,726)

(Ｆ)�追 加 信 託 差 損 益 金 ＊ 148,939,703
(配 当 等 相 当 額) (　  40,219,216)
(売 買 損 益 相 当 額) (　108,720,487)

(Ｇ)�合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △� 87,533,107
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △� 87,533,107
追 加 信 託 差 損 益 金 148,939,703
(配 当 等 相 当 額) (　  40,219,216)
(売 買 損 益 相 当 額) (　108,720,487)
分 配 準 備 積 立 金 55,201,443
繰 越 欠 損 金 △291,674,253

（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含
みます。

（注２）(Ｃ)信託報酬等は、信託報酬に対する消費税等相当額を含
みます。

（注３）(Ｅ)前期繰越損益金とは、分配準備積立金と繰越欠損金の
合計で、前期末の金額に、期中一部解約により変動した金
額を調整して算出しています。

（注４）(Ｆ)追加信託差損益金＊とは、追加設定をした価額と元本
との差額をいい、配当等相当額と売買損益相当額に区分し
ます。前期末の金額に、期中追加設定および一部解約によ
り変動した金額を調整して算出しています。

分配金の計算過程
項目 当期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円
(ｃ) 信託約款に定める収益調整金 40,219,216円
(ｄ) 信託約款に定める分配準備積立金 55,201,443円
(ｅ) 分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 95,420,659円
(ｆ) 分配対象額(１万口当たり) 891.43円
(ｇ) 分配金 0円
(ｈ) 分配金(１万口当たり) 0円
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設定以来の運用実績

決算期 基準価額
(分配落)

（ご参考）
基準価額＋
累計分配金

シュローダー・
グローバルＣＢファンド
(少人数私募)為替ヘッジなし

債券
組入比率

純資産
総額税引前

分配金
期中
騰落率

(設定日) 円 円 ％ 円 ％ ％ 百万円
2019年６月28日 10,000 － － 10,000 － － 12

１期(2020年６月22日) 10,399 0 4.0 10,399 98.5 0.0 296
２期(2021年６月21日) 12,515 0 20.3 12,515 98.5 0.0 1,893
３期(2022年６月20日) 11,126 0 △11.1 11,126 98.5 0.0 1,224

（注１）設定日の基準価額は当初設定価額を記載しています。
（注２）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注３）「基準価額＋累計分配金」は、当該決算期の基準価額（分配落）に当該決算期以前の税引前分配金の累計額を加えたものです。
（注４）当ファンドはマザーファンドを組み入れるため、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。以下同じです。
（注５）設定日の純資産総額は当初設定元本を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額
シュローダー・

グローバルＣＢファンド
(少人数私募)為替ヘッジなし

債券
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％
(期首)2021年６月21日 12,515 － 98.5 0.0

６月末 12,703 1.5 96.9 0.0
７月末 12,411 △  0.8 98.6 0.0
８月末 12,425 △  0.7 98.7 0.0
９月末 12,442 △  0.6 98.7 0.0
10月末 12,763 2.0 98.6 0.0
11月末 12,456 △  0.5 99.1 0.0
12月末 12,307 △  1.7 98.3 0.0

2022年１月末 11,504 △  8.1 98.5 0.0
２月末 11,379 △  9.1 98.3 0.0
３月末 12,067 △  3.6 99.0 0.0
４月末 11,799 △  5.7 98.9 0.0
５月末 11,355 △  9.3 98.6 0.0

(期末)2022年６月20日 11,126 △11.1 98.5 0.0
（注）期末基準価額は分配金（税引前）込み、騰落率は期首比です。
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売買および取引の状況� 2021年６月22日～2022年６月20日

(1) 投資信託証券
買付 売付

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジなし

62,331 80,100 467,617 602,120

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）口数および金額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況
設定 解約

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ニッセイマネーマーケットマザーファンド － － － －
（注）当期における親投資信託受益証券の設定、解約はありません。

利害関係人との取引状況等� 2021年６月22日～2022年６月20日

　当期における利害関係人との取引はありません。
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投資信託財産の構成� 2022年６月20日現在

項目 当期末
評価額 比率

千円 ％
シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジなし

1,206,152 97.7

ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 0.0
コール・ローン等、その他 27,884 2.3
投資信託財産総額 1,234,047 100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨てています。

組入有価証券明細表� 2022年６月20日現在

(1) 投資信託証券

ファンド名 期首(前期末) 当期末
口数 口数 評価額 比率
千口 千口 千円 ％

シュローダー・グローバルＣＢファンド
（少人数私募）為替ヘッジなし

1,450,117 1,044,830 1,206,152 98.5

合計 1,450,117 1,044,830 1,206,152 98.5
（注１）比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。
（注２）口数および評価額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

(2) 親投資信託残高

種類 期首（前期末） 当期末
口数 口数 評価額

千口 千口 千円
ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 9 9
（注）当期末におけるニッセイマネーマーケットマザーファンド全体の口数は50,381千口です。
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資産、負債、元本および基準価額の状況
（2022年６月20日現在）

項目 当期末
(Ａ)�資 産 1,234,047,416円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 21,524,942
シュローダー・グローバル
ＣＢファンド(少人数私募)
為替ヘッジなし(評価額)

1,206,152,476

ニッセイマネーマーケット
マザーファンド(評価額) 9,998

未 収 入 金 6,360,000
(Ｂ)�負 債 9,142,274

未 払 解 約 金 1,796,398
未 払 信 託 報 酬 7,284,309
そ の 他 未 払 費 用 61,567

(Ｃ)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,224,905,142
元 本 1,100,975,812
次 期 繰 越 損 益 金 123,929,330

(Ｄ)�受 益 権 総 口 数 1,100,975,812口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,126円

（注）期首元本額� 1,512,908,327円
期中追加設定元本額� 230,900,740円
期中一部解約元本額� 642,833,255円

損益の状況
当期（2021年６月22日～2022年６月20日）

項目 当期
(Ａ)�配 当 等 収 益 △� � � �� 14,883円

受 取 利 息 3,753
支 払 利 息 △� � � �� 18,636

(Ｂ)�有 価 証 券 売 買 損 益 △134,865,720
売 買 益 14,708,793
売 買 損 △149,574,513

(Ｃ)�信 託 報 酬 等 △� 16,860,064
(Ｄ)�当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △151,740,667
(Ｅ)�前 期 繰 越 損 益 金 97,641,141

(分 配 準 備 積 立 金) (　� 97,649,527)
(繰 越 欠 損 金) (△� � � �� � 8,386)

(Ｆ)�追 加 信 託 差 損 益 金 ＊ 178,028,856
(配 当 等 相 当 額) (　� 47,370,539)
(売 買 損 益 相 当 額) (　130,658,317)

(Ｇ)�合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 123,929,330
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 123,929,330
追 加 信 託 差 損 益 金 178,028,856
(配 当 等 相 当 額) (　� 47,370,539)
(売 買 損 益 相 当 額) (　130,658,317)
分 配 準 備 積 立 金 97,649,527
繰 越 欠 損 金 △151,749,053

（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含
みます。

（注２）(Ｃ)信託報酬等は、信託報酬に対する消費税等相当額を含
みます。

（注３）(Ｅ)前期繰越損益金とは、分配準備積立金と繰越欠損金の
合計で、前期末の金額に、期中一部解約により変動した金
額を調整して算出しています。

（注４）(Ｆ)追加信託差損益金＊とは、追加設定をした価額と元本
との差額をいい、配当等相当額と売買損益相当額に区分し
ます。前期末の金額に、期中追加設定および一部解約によ
り変動した金額を調整して算出しています。

分配金の計算過程
項目 当期

(ａ)�経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ)�経費控除後の有価証券売買等損益 0円
(ｃ)�信託約款に定める収益調整金 47,370,539円
(ｄ)�信託約款に定める分配準備積立金 97,649,527円
(ｅ)�分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 145,020,066円
(ｆ)�分配対象額(１万口当たり) 1,317.20円
(ｇ)�分配金 0円
(ｈ)�分配金(１万口当たり) 0円
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お知らせ
■運用体制の変更について
　運用部門については、ＣＯ－ＣＩＯ（取締役執行役員、統括部長）の２名体制からＣＩＯ（取締役執行役
員）１名とＣＯ－ＣＩＯ（統括部長）１名の体制に変更しました。
　新たにＣＩＯが就任し、従来のＣＯ－ＣＩＯのうちの１名（統括部長）が、引き続きＣＯ－ＣＩＯを務めて
います。

（2022年３月25日）

■≪資産成長型・為替ヘッジあり≫の自社の実質保有比率
　2022年５月末現在、当ファンドの主要投資対象であるニッセイマネーマーケットマザーファンドの信託財
産において、当社は、当該マザーファンド受益証券を他のベビーファンドを通じて実質的に99.1％保有してい
ます。当該実質保有分は、当社により他のベビーファンドを通じて解約されることがあります。

■≪資産成長型・為替ヘッジなし≫の自社の実質保有比率
　2022年５月末現在、当ファンドの主要投資対象であるニッセイマネーマーケットマザーファンドの信託財
産において、当社は、当該マザーファンド受益証券を他のベビーファンドを通じて実質的に99.1％保有してい
ます。当該実質保有分は、当社により他のベビーファンドを通じて解約されることがあります。



－26－

各ファンドの概要
資産成長型・為替ヘッジあり 資産成長型・為替ヘッジなし

商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（転換社債）
信 託 期 間 2019年６月28日～2029年５月10日

運 用 方 針

投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界のＣＢ（転換社債）
を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ること
を目標に運用を行います。
実質的な組入外貨建資産につい
て、原則として対円での為替ヘッ
ジを行い為替変動リスクの低減を
図ります。

実質的な組入外貨建資産につい
て、原則として対円での為替ヘッ
ジを行いません。

主要運用対象

ニッセイ／シュローダー・
グローバルＣＢファンド

「シュローダー・グローバルＣＢ
ファンド（少人数私募）為替ヘッ
ジあり」および「ニッセイマネー
マーケットマザーファンド」

「シュローダー・グローバルＣＢ
ファンド（少人数私募）為替ヘッ
ジなし」および「ニッセイマネー
マーケットマザーファンド」

シ ュ ロ ー ダ ー ・
グローバルＣＢファンド
（ 少 人 数 私 募 ）
為 替 ヘ ッ ジ あ り ／
為 替 ヘ ッ ジ な し

シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド

シュローダー・
グローバルＣＢ
マザーファンド

日本を含む世界のＣＢ（転換社債）

ニッセイマネーマーケット
マ ザ ー フ ァ ン ド 円建ての短期公社債および短期金融商品

運 用 方 法
以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
・外貨建資産への直接投資は行いません。
・株式への直接投資は行いません。

分 配 方 針
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額を対象として、基準価額水準、市況動向、
残存信託期間等を勘案して決定します。
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シシュュロローーダダーー・・ググロローーババルル 
ＣＣＢＢフファァンンドド（（少少人人数数私私募募））  

為為替替ヘヘッッジジあありり  

第３期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2022年５月10日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少

人数私募） 為替ヘッジあり」は、2022年５月10日に

第３期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（転換社債） 

信 託 期 間 2019年７月１日から2029年５月10日まで 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 

シュローダー・グローバル
ＣＢマザーファンドの受
益証券を主な投資対象と
します。 

シュローダー・ 
グローバルＣＢ 
マザーファンド 

世界（日本を含む）の転換
社債を主な投資対象とし
ます。 

運用方法および 
組 入 制 限 

当ファンド 

・マザーファンド受益証
券への投資を通じて運
用を行います。 

・マザーファンド組入比率
には制限を設けません。 

・実質組入外貨建資産に
ついては、原則として為
替ヘッジにより為替変
動リスクの低減を図る
ことを基本とします。ま
た通貨によっては、主と
して米ドルを用いた代
替ヘッジを行うことが
あります。 

シュローダー・ 
グローバルＣＢ 
マザーファンド 

・株式（新株引受権証券お
よび新株予約権証券を含
みます。）への投資割合
は、信託財産の純資産総
額の10％以下とします。 

・外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

・運用にあたってはシュ
ローダー・インベストメ
ント・マネージメント（ス
イス）ＡＧに外貨建資産
等の運用の指図に関する
権限を委託します。 

分 配 方 針 

年１回の毎決算時（毎年５月10日。ただ
し、当該日が休業日の場合は翌営業日。）
に原則として経費控除後の繰越分を含め
た利子・配当等収益と売買益（評価益を
含みます。）等から、基準価額水準、市場
動向等を勘案して決定します。 
なお、収益分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2019年７月１日 10,000 － － － 522 

１期(2020年５月11日) 9,982 0 △ 0.2 96.2 1,011 

２期(2021年５月10日) 12,034 0 20.6 93.9 3,788 

３期(2022年５月10日) 10,027 0 △16.7 99.2 1,890 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、新株予約権付社債（転換社債）組入比率は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 新 株 予 約 権 付 社 債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年５月10日 12,034 － 93.9 

５月末 12,141 0.9 99.8 

６月末 12,493 3.8 99.0 

７月末 12,314 2.3 98.9 

８月末 12,373 2.8 99.9 

９月末 12,158 1.0 101.9 

10月末 12,383 2.9 99.8 

11月末 12,119 0.7 97.4 

12月末 11,874 △ 1.3 100.6 

2022年１月末 11,128 △ 7.5 98.4 

２月末 11,027 △ 8.4 96.9 

３月末 11,049 △ 8.2 101.6 

４月末 10,523 △12.6 99.2 

(期  末)    

2022年５月10日 10,027 △16.7 99.2 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、新株予約権付社債（転換社債）組入比率は実質比率を記載しております。 

 

（注）当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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○運用経過 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首12,034円でスタートした基準価額は、10,027円（分配後）で期末を迎え、期首比16.7％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。 

当期、ＣＢ市場は下落しました。株式市場の上昇局面において、ＣＢ市場は追随しきれず、株式市場に対し

て劣後する局面が見られました。一方で、株式市場の下落局面においては、ＣＢ市場は下値抵抗力を発揮しま

したが、期を通しては軟調な推移となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 

CC_22898234_11_ostニッセイ_シュローダーGCBF（資産成長型）（為替ヘッジあり／なし）_シュローダーGCBF為替ヘッジあり.indd   29 2022/07/25   11:09:57
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新型コロナウイルスの順調なワクチン普及や、堅調な企業決算を背景に、堅調な推移をしてきた株式市場

は、当期に入り、インフレ懸念や、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の金融政策に対する警戒感、中国不動産

セクターに対する懸念を背景に価格変動が高い推移となりました。そして2022年２月下旬にはロシアによる

ウクライナ侵攻が開始され、先進各国によるロシアに対する経済制裁の発動を背景に株式市場は下落し、ＣＢ

市場も軟調な推移となりました。その後、ロシア・ウクライナの和平交渉に関するニュースにポジティブな反

応が見られたこと、また３月半ばに開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）において0.25％の利上げを

実施し、引き締めを積極的に進める見方を示したことで、金融政策への不透明感が和らぎ、株式市場は反発し

ましたが、インフレの継続懸念、金利の上昇、今後の利上げや金融引き締めを積極的に進めるとするＦＲＢの

姿勢、そして経済成長の鈍化、サプライチェーンの混乱に加え、中国における新型コロナウイルスの感染再拡

大に伴う都市封鎖などの様々な要因により投資家の懸念が高まり、株式市場は軟調な推移となり、ＣＢ市場も

下落しました。 

 

 

 
ポートフォリオでは、原資産の株式に対する感応度が低いＣＢへの投資および満期保有を基本戦略とし、

ポートフォリオ全体の格付けについてはＢＢ＋格としています。また、ＣＢ市場の非効率性を捉え、割安と考

える銘柄に対する選別投資を実施しました。セクター別ではインフォメーションテクノロジーの組入比率を

引き続き高位としています。また、国別においては米国および日本を強気とした運用を行いました。 

 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー・グローバルＣＢマザーファンドの運用に

ついて 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2021年５月11日～ 
2022年５月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 760  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

2022年３月半ばに開催されたＦＯＭＣにおいて利上げを発表し、ＦＲＢのパウエル議長は今後の金融政策

の方向性について示し、積極的な金融政策に舵を切りました。現在、５月、６月のそれぞれ0.5％の利上げに

ついては既に市場に織り込み済みとみています。４月は金利が上昇し、グローバル総合債券のインデックスは

大きく下落しました。このことによるＣＢのデュレーションに対する直接的な影響はごく僅かでしたが、一方

で、バランス型のＣＢにおいては、常に株価の動きに左右されるため、グロース銘柄の比率の高いＣＢ市場は

下落圧力を受けています。ハイテク株は大きく修正し、ＣＢ市場に対する重しとなっています。一方で、株式

市場に対する逆風によって、ＣＢの株式エクスポージャーが低下し、市場リスクも低下しました。ポートフォ

リオにおいては株式エクスポージャーを戦術的に引き上げるタイミングであると考えます。しかしながら、サ

プライチェーンの問題、都市封鎖やインフレ懸念、中央銀行のテーパリングと金融引き締めなど、市場調整の

きっかけとなる要因は依然多数存在しています。このような中、すべての資産が無差別的に売られる局面が到

来しても驚くことではありません。この様な状況下では、資産の分散投資効果は無くなります。セーフティー

ネットが組み込まれたＣＢは、下落時における衝撃を自ら緩和することが出来る資産クラスです。株式市場の

後退が見られ、ボラティリティ（変動性）が高まる環境下においては、ＣＢは下値抵抗力を大いに発揮します。

その一方で、市場が好転した場合においては、その動きに追随するという特性をＣＢは有しています。ＣＢに

とって最も低調となった局面は過ぎたと考えており、この先も市場の動向を注視しつつ、引き続き魅力的な銘

柄を追求する方針です。 

 

  

分配金 



－32－

シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）　為替ヘッジあり

○１万口当たりの費用明細 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 63  0.533  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (60)  (0.506)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.001)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.026)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 6   0.048   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.029)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.012)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 69   0.581    

期中の平均基準価額は、11,798円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 167,318 216,578 1,584,612 2,039,025 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 3,028,946 1,611,652 1,933,176 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 1,933,176 99.8 

コール・ローン等、その他 4,114 0.2 

投資信託財産総額 1,937,290 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・グローバルＣＢマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,579,906千円）の投資信託財産総額（4,083,094

千円）に対する比率は87.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝130.03円、１ユーロ＝137.27

円、１英ポンド＝160.37円、１スイスフラン＝130.97円、１香港ドル＝16.56円、１シンガポールドル＝93.43円です。    

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,360,956,222   

 シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド(評価額) 1,933,176,620   

 未収入金 2,427,779,602   

(B) 負債 2,470,794,298   

 未払金 2,464,698,632   

 未払信託報酬 5,879,511   

 その他未払費用 216,155   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,890,161,924   

 元本 1,884,982,323   

 次期繰越損益金 5,179,601   

(D) 受益権総口数 1,884,982,323口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,027円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 3,148,666,178円 

期中追加設定元本額 130,824,604円 

期中一部解約元本額 1,394,508,459円 
 

○損益の状況 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △365,533,700   

 売買益 211,412,909   

 売買損 △576,946,609   

(B) 信託報酬等 △ 14,432,895   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △379,966,595   

(D) 前期繰越損益金 135,170,641   

(E) 追加信託差損益金 249,975,555   

 (配当等相当額) (    8,225,622)  

 (売買損益相当額) (  241,749,933)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 5,179,601   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 5,179,601   

 追加信託差損益金 249,975,555   

 (配当等相当額) (    8,271,359)  

 (売買損益相当額) (  241,704,196)  

 分配準備積立金 135,170,641   

 繰越損益金 △379,966,595   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（8,271,359円）および分配準備積立金（135,170,641円）より分

配対象収益は143,442,000円（10,000口当たり760円）ですが、

当期に分配した金額はありません。 

 

（注） 当ファンドが主要投資対象としておりますシュローダー・グローバルＣＢマザーファンドは、外貨建資産等の運用の指図権限をシュ

ローダー・インベストメント・マネージメント（スイス）ＡＧに委託しております。その費用として、委託者報酬のうち、販売会社へ

支払う手数料を除いた額より、運用権限委託契約に定められた報酬額を支払っております。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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シシュュロローーダダーー・・ググロローーババルル 
ＣＣＢＢフファァンンドド（（少少人人数数私私募募））  

為為替替ヘヘッッジジななしし  

第３期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2022年５月10日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・グローバルＣＢファンド（少

人数私募） 為替ヘッジなし」は、2022年５月10日に

第３期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（転換社債） 

信 託 期 間 2019年７月１日から2029年５月10日まで 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 

シュローダー・グローバル
ＣＢマザーファンドの受
益証券を主な投資対象と
します。 

シュローダー・ 
グローバルＣＢ 
マザーファンド 

世界（日本を含む）の転換
社債を主な投資対象とし
ます。 

運用方法および 
組 入 制 限 

当ファンド 

・マザーファンド受益証
券への投資を通じて運
用を行います。 

・マザーファンド組入比率
には制限を設けません。 

・実質組入外貨建資産に
ついては、原則として為
替ヘッジを行いません。 

シュローダー・ 
グローバルＣＢ 
マザーファンド 

・株式（新株引受権証券お
よび新株予約権証券を含
みます。）への投資割合
は、信託財産の純資産総
額の10％以下とします。 

・外貨建資産への投資割合
には制限を設けません。 

・運用にあたってはシュ
ローダー・インベストメ
ント・マネージメント（ス
イス）ＡＧに外貨建資産
等の運用の指図に関する
権限を委託します。 

分 配 方 針 

年１回の毎決算時（毎年５月10日。ただ
し、当該日が休業日の場合は翌営業日。）
に原則として経費控除後の繰越分を含め
た利子・配当等収益と売買益（評価益を
含みます。）等から、基準価額水準、市場
動向等を勘案して決定します。 
なお、収益分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 新株予約権付社債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2019年７月１日 10,000 － － － 518 

１期(2020年５月11日) 9,937 0 △ 0.6 97.4 895 

２期(2021年５月10日) 12,456 0 25.3 93.6 3,561 

３期(2022年５月10日) 11,806 0 △ 5.2 97.3 2,143 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、新株予約権付社債（転換社債）組入比率は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 新 株 予 約 権 付 社 債 

（ 転 換 社 債 ） 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年５月10日 12,456 － 93.6 

５月末 12,680 1.8 99.2 

６月末 13,064 4.9 99.0 

７月末 12,757 2.4 99.2 

８月末 12,840 3.1 99.5 

９月末 12,784 2.6 100.1 

10月末 13,221 6.1 100.1 

11月末 12,848 3.1 97.9 

12月末 12,734 2.2 99.8 

2022年１月末 11,924 △4.3 98.3 

２月末 11,834 △5.0 97.1 

３月末 12,455 △0.0 97.8 

４月末 12,274 △1.5 98.2 

(期  末)    

2022年５月10日 11,806 △5.2 97.3 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、新株予約権付社債（転換社債）組入比率は実質比率を記載しております。 

 

（注）当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 
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○運用経過 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2021年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首12,456円でスタートした基準価額は、11,806円（分配後）で期末を迎え、期首比5.2％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。 

当期、ＣＢ市場は下落しました。株式市場の上昇局面において、ＣＢ市場は追随しきれず、株式市場に対し

て劣後する局面が見られました。一方で、株式市場の下落局面においては、ＣＢ市場は下値抵抗力を発揮しま

したが、期を通しては軟調な推移となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 

CC_22898234_13_ostニッセイ_シュローダーGCBF（資産成長型）（為替ヘッジあり／なし）_シュローダーGCBF為替ヘッジなし.indd   50 2022/07/25   11:12:00
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新型コロナウイルスの順調なワクチン普及や、堅調な企業決算を背景に、堅調な推移をしてきた株式市場

は、当期に入り、インフレ懸念や、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の金融政策に対する警戒感、中国不動産

セクターに対する懸念を背景に価格変動が高い推移となりました。そして2022年２月下旬にはロシアによる

ウクライナ侵攻が開始され、先進各国によるロシアに対する経済制裁の発動を背景に株式市場は下落し、ＣＢ

市場も軟調な推移となりました。その後、ロシア・ウクライナの和平交渉に関するニュースにポジティブな反

応が見られたこと、また３月半ばに開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）において0.25％の利上げを

実施し、引き締めを積極的に進める見方を示したことで、金融政策への不透明感が和らぎ、株式市場は反発し

ましたが、インフレの継続懸念、金利の上昇、今後の利上げや金融引き締めを積極的に進めるとするＦＲＢの

姿勢、そして経済成長の鈍化、サプライチェーンの混乱に加え、中国における新型コロナウイルスの感染再拡

大に伴う都市封鎖などの様々な要因により投資家の懸念が高まり、株式市場は軟調な推移となり、ＣＢ市場も

下落しました。 

 

 

 
ポートフォリオでは、原資産の株式に対する感応度が低いＣＢへの投資および満期保有を基本戦略とし、

ポートフォリオ全体の格付けについてはＢＢ＋格としています。また、ＣＢ市場の非効率性を捉え、割安と考

える銘柄に対する選別投資を実施しました。セクター別ではインフォメーションテクノロジーの組入比率を

引き続き高位としています。また、国別においては米国および日本を強気とした運用を行いました。 

 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しないため、ベンチマーク等は設けておりません。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー・グローバルＣＢマザーファンドの運用に

ついて 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2021年５月11日～ 
2022年５月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,806  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

2022年３月半ばに開催されたＦＯＭＣにおいて利上げを発表し、ＦＲＢのパウエル議長は今後の金融政策

の方向性について示し、積極的な金融政策に舵を切りました。現在、５月、６月のそれぞれ0.5％の利上げに

ついては既に市場に織り込み済みとみています。４月は金利が上昇し、グローバル総合債券のインデックスは

大きく下落しました。このことによるＣＢのデュレーションに対する直接的な影響はごく僅かでしたが、一方

で、バランス型のＣＢにおいては、常に株価の動きに左右されるため、グロース銘柄の比率の高いＣＢ市場は

下落圧力を受けています。ハイテク株は大きく修正し、ＣＢ市場に対する重しとなっています。一方で、株式

市場に対する逆風によって、ＣＢの株式エクスポージャーが低下し、市場リスクも低下しました。ポートフォ

リオにおいては株式エクスポージャーを戦術的に引き上げるタイミングであると考えます。しかしながら、サ

プライチェーンの問題、都市封鎖やインフレ懸念、中央銀行のテーパリングと金融引き締めなど、市場調整の

きっかけとなる要因は依然多数存在しています。このような中、すべての資産が無差別的に売られる局面が到

来しても驚くことではありません。この様な状況下では、資産の分散投資効果は無くなります。セーフティー

ネットが組み込まれたＣＢは、下落時における衝撃を自ら緩和することが出来る資産クラスです。株式市場の

後退が見られ、ボラティリティ（変動性）が高まる環境下においては、ＣＢは下値抵抗力を大いに発揮します。

その一方で、市場が好転した場合においては、その動きに追随するという特性をＣＢは有しています。ＣＢに

とって最も低調となった局面は過ぎたと考えており、この先も市場の動向を注視しつつ、引き続き魅力的な銘

柄を追求する方針です。 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 67  0.533  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (64)  (0.506)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.001)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.026)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 6   0.047   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.029)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.012)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 73   0.580    

期中の平均基準価額は、12,617円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）　為替ヘッジなし

○売買及び取引の状況 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 248,657 320,530 1,292,740 1,666,139 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 2,836,358 1,792,275 2,149,834 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド 2,149,834 100.0 

投資信託財産総額 2,149,834 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・グローバルＣＢマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,579,906千円）の投資信託財産総額（4,083,094

千円）に対する比率は87.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝130.03円、１ユーロ＝137.27

円、１英ポンド＝160.37円、１スイスフラン＝130.97円、１香港ドル＝16.56円、１シンガポールドル＝93.43円です。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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シュローダー・グローバルＣＢファンド（少人数私募）　為替ヘッジなし

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,149,834,480   

 シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド(評価額) 2,149,834,480   

(B) 負債 6,348,114   

 未払信託報酬 6,123,405   

 その他未払費用 224,709   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,143,486,366   

 元本 1,815,573,844   

 次期繰越損益金 327,912,522   

(D) 受益権総口数 1,815,573,844口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,806円 

 
［元本増減］ 

期首元本額 2,859,453,274円 

期中追加設定元本額 251,624,092円 

期中一部解約元本額 1,295,503,522円 
 

○損益の状況 (2021年５月11日～2022年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △109,131,021   

 売買益 39,760,388   

 売買損 △148,891,409   

(B) 信託報酬等 △ 14,464,019   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △123,595,040   

(D) 前期繰越損益金 185,833,462   

(E) 追加信託差損益金 265,674,100   

 (配当等相当額) (   23,167,737)  

 (売買損益相当額) (  242,506,363)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 327,912,522   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 327,912,522   

 追加信託差損益金 265,674,100   

 (配当等相当額) (   23,260,212)  

 (売買損益相当額) (  242,413,888)  

 分配準備積立金 185,833,462   

 繰越損益金 △123,595,040   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益調整金

（142,079,060円）および分配準備積立金（185,833,462円）より

分配対象収益は327,912,522円（10,000口当たり1,806円）です

が、当期に分配した金額はありません。 

 

（注） 当ファンドが主要投資対象としておりますシュローダー・グローバルＣＢマザーファンドは、外貨建資産等の運用の指図権限をシュ

ローダー・インベストメント・マネージメント（スイス）ＡＧに委託しております。その費用として、委託者報酬のうち、販売会社へ

支払う手数料を除いた額より、運用権限委託契約に定められた報酬額を支払っております。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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シュローダー・グローバルＣＢマザーファンド
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【受益者の皆様へ】法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの当期運用状況をご報告申し上げます。 

ニッセイマネーマーケット 
マザーファンド 

  

  
  

運用報告書 
第 21 期 

（計算期間：2021年10月16日～2022年４月15日） 

運用方針 

 
① 円建ての短期公社債および短期金融商

品に投資を行い、安定した収益と流動性
の確保をめざします。 

② 資金動向、市況動向等によっては上記の
ような運用ができない場合があります。 

 

 

主要運用 
対象 

円建ての短期公社債および短期金融商品 

運用方法 
以下の様な投資制限のもと運用を行います。 
・外貨建資産への投資は行いません。 

CC_22898234_15_ostニッセイ_シュローダーGCBF（資産成長型）（為替ヘッジあり／なし）_マネーマーケットMF（表紙）.indd   69 2022/07/25   11:14:06
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ニッセイマネーマーケットマザーファンド 

 

運用経過 2021年10月16日～2022年４月15日  
基準価額等の推移 

 

 

■基準価額の主な変動要因 
＜上昇要因＞ 
・前期末以降、利子等収益等が積み上がったこと 

 
＜下落要因＞ 
・ 前期末以降、無担保コールレート翌日物のマイナス

金利等が影響したこと 

 
（注） 当マザーファンドはベンチマークを設けていません。 
 
ポートフォリオ 

円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざしました。 
 
ベンチマークとの差異 

当マザーファンドは、円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保
をめざして運用を行うことから、コンセプトに適った指数が存在しないため、ベンチマークなどを設けていま
せん。 

  

今後の運用方針   
当マザーファンドは、円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保

をめざします。 
今後も引き続き、安定した収益確保のため、短期証券を中心に投資していく方針です。 

  

10,028

10,029

10,030

10,031
(円)

第20期末
(2021.10.15)

第21期末
(2022.4.15)(2021.12) (2022.2)
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ニッセイマネーマーケットマザーファンド 

 

最近５期の運用実績 
 

決算期 基準価額 
 

債券 
組入比率 

純資産 
総額 

期中 
騰落率 

    円 ％ ％ 百万円 
17期 (2020年 ４ 月15日) 10,031  0.0 61.6 50 
18期（2020年10月15日) 10,030 △0.0 61.6 50 
19期 (2021年 ４ 月15日) 10,029 △0.0 77.5 50 
20期 (2021年10月15日) 10,030 0.0 69.5 50 
21期 (2022年 ４ 月15日) 10,029 △0.0 69.5 50 
 
 
当期中の基準価額と市況等の推移 

 
年月日 基準価額 

 債券 
組入比率 騰落率 

 円  ％ ％ 
(期首)2021年 10月15日 10,030  － 69.5 

 10月末 10,030  0.0 69.5 
 11月末 10,030  0.0 69.6 
 12月末 10,030  0.0 69.5 

2022年 １ 月末 10,029 △ 0.0 69.6 
 ２ 月末 10,029 △ 0.0 69.6 
 ３ 月末 10,029 △ 0.0 69.5 

(期末)2022年 ４ 月15日 10,029 △ 0.0 69.5 
（注） 騰落率は期首比です。 
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ニッセイマネーマーケットマザーファンド 

 

１万口当たりの費用明細 2021年10月16日～2022年４月15日 
 

項目 
当期 

項目の概要 
金額 比率 

その他費用 0円 0.000％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

（その他） (0) (0.000) ・ 信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用 

・ 借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息 

合計 0 0.000  
（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。 
（注２） 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額（10,029円）で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入しています。 
 
売買および取引の状況 2021年10月16日～2022年４月15日 

公社債 
 買付額 売付額 

国 
内 

 千円 千円 
地方債証券 20,143 － 
  (20,000) 

（注１） 金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。 
（注２） ( )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれていません。 
（注３） 金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。 
 
主要な売買銘柄 2021年10月16日～2022年４月15日 

公社債 
買付 売付 

銘柄 金額 銘柄 金額 
 千円  千円 

第115回 共同発行市場公募地方債 10,074 － － 
第193回 神奈川県公募公債 10,069   

（注１） 金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。 
（注２） 金額の単位未満は切り捨てています。   
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ニッセイマネーマーケットマザーファンド 

 

組入有価証券明細表 2022年４月15日現在 
国内（邦貨建）公社債 

区分 
当期末 

額面金額 評価額 組入比率 うちＢＢ格以下 
組入比率 

残存期間別組入比率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
地方債証券 35,000 35,113 69.5 － － － 69.5 
 (35,000) (35,113) (69.5)    (69.5) 

合計 35,000 35,113 69.5 － － － 69.5 
 (35,000) (35,113) (69.5)    (69.5) 

（注１） 評価については、原則として証券会社、価格情報会社等よりデータを入手しています。ただし、残存期間１年以内の公社債については、
償却原価法により評価しています。以下同じです。 

（注２） ( )内は非上場債であり、上段の数字の内訳です。 
（注３） 組入比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注４） 額面金額および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、額面金額および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

以下同じです。 
 

（国内公社債の内訳） 
債券種別 銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額 

  ％  千円 千円 
地方債証券 第710回 東京都公募公債 0.8100 2022/ ６ /20 15,000 15,021 
 第193回 神奈川県公募公債 0.7390 2022/12/20 10,000 10,050 
 第115回 共同発行市場公募地方債 0.8000 2022/10/25 10,000 10,041 

合計 － － － 35,113 
 
投資信託財産の構成 2022年４月15日現在 

 

項目 
当期末 

評価額 比率 
 千円 ％ 
公社債 35,113 69.5 
コール・ローン等、その他 15,415 30.5 
投資信託財産総額 50,528 100.0 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。    
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ニッセイマネーマーケットマザーファンド 

 

 
資産、負債、元本および基準価額の状況

(2022年４月15日現在) 
項目 当期末 

(Ａ) 資 産 50,528,956円 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 15,364,920 
 公   社   債 ( 評 価 額 ) 35,113,594 
 未 収 利 息 45,583 
 前 払 費 用 4,859 

(Ｂ) 負 債 19 
 未 払 解 約 金 3 
 そ の 他 未 払 費 用 16 

(Ｃ) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 50,528,937 
 元 本 50,381,974 
 次 期 繰 越 損 益 金 146,963 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 50,381,974口 
 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 10,029円 

（注１） 期首元本額 50,382,156円 
期中追加設定元本額 －円 
期中一部解約元本額 182円 

（注２） 当マザーファンドの当期末元本額におけるベビーファンド
別内訳は、次の通りです。 
ニッセイグローバル好配当株式プラス(毎月決算型) 10,000円
ニッセイマネーマーケットファンド(適格機関投資家限定) 49,953,044円
ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド(毎月決算型) 9,994円
ピムコ世界債券戦略ファンド(毎月決算型)Ａコース(為替ヘッジあり) 9,986円
ピムコ世界債券戦略ファンド(毎月決算型)Ｂコース(為替ヘッジなし) 9,986円
ピムコ世界債券戦略ファンド(年１回決算型)Ｃコース(為替ヘッジあり) 9,984円
ピムコ世界債券戦略ファンド(年１回決算型)Ｄコース(為替ヘッジなし) 9,984円
ニッセイアメリカ高配当株ファンド(毎月決算型) 9,984円
ニッセイアメリカ高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
ニ ッ セ イ 世 界 高 配 当 株 フ ァ ン ド ( 毎 月 決 算 型 ) 9,984円
ニッセイ世界高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
通貨選択型ニッセイ世界高配当株ファンド(毎月決算型) 9,984円
通貨選択型ニッセイ世界高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・通貨プレミアムコース) 9,977円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・為替ヘッジありコース) 9,977円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・為替ヘッジなしコース) 9,977円
ＪＰＸ日経400アクティブ・オープン米ドル投資型 9,976円
ＪＰＸ日経400アクティブ・プレミアム・オープン(毎月決算型) 9,976円
ニッセイ・オーストラリア・リート・オープン(毎月決算型) 9,974円
ニッセイ・オーストラリア・リート・オープン(年２回決算型) 9,974円
ニッセイ／ＭＦＳ外国株低ボラティリティ運用ファンド 9,967円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(為替ヘッジあり) 9,967円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(為替ヘッジなし) 9,967円
ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド(資産成長型) 9,968円
ニッセイ／コムジェスト新興国成長株ファンド(資産成長型) 9,969円
ニッセイ／コムジェスト新興国成長株ファンド(年２回決算型) 9,969円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(年２回決算型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(年２回決算型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(３ヵ月決算型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(３ヵ月決算型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(資産成長型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(資産成長型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(年２回決算型・為替ヘッジあり) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(年２回決算型・為替ヘッジなし) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(資産成長型・為替ヘッジあり) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(資産成長型・為替ヘッジなし) 9,970円
グローバル・ディスラプター成長株ファンド(予想分配金提示型) 9,972円
グローバル・ディスラプター成長株ファンド(資産成長型) 9,972円
ニッセイ新興国テクノロジー関連株式ファンド(予想分配金提示型) 9,972円
ニッセイ新興国テクノロジー関連株式ファンド(資産成長型) 9,972円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド(毎月決算型・為替ヘッジあり) 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド(毎月決算型・為替ヘッジなし) 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド(年２回決算型・為替ヘッジあり) 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド(年2回決算型・為替ヘッジなし) 9,968円 

 
損益の状況 

当期 (2021年10月16日～2022年４月15日) 
項目 当期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 145,200円 
 受 取 利 息 149,089 
 支 払 利 息 △ 3,889 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △148,474 
 売 買 損 △148,474 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △ 131 
(Ｄ) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 3,405 
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 150,368 
(Ｆ) 合 計( Ｄ ＋ Ｅ ) 146,963 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｆ ) 146,963 
（注）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含みます。 
  




